
人
権
こ
そ
命
！ 

「命
ど
ぅ
宝
」 

 
 

 
 

 

そ
れ
に
勝
る
宝
な
し 

 

沖
縄
戦
か
ら
八
〇
年
が
経
つ
今
年
、
県
内
の
博

物
館
な
ど
八
施
設
が
連
携
し
て
「
沖
縄
・
平
和
と

人
権
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
不
屈
館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
戦
後

の
米
軍
政
下
体
験
か
ら
生
じ
る
命
の
尊
さ
や
人
権

の
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
若
い
世
代
に
対
し
て
歴
史
と
体
験
か
ら

学
び
、
現
在
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
定
期
的
に
集
ま
り
、
次
の
よ
う
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。 

① 

会
員
間
の
情
報
・意
見
・経
験
の
交
流 

② 

沖
縄
発 

平
和
・
人
権
を
発
信
す
る
博
物
館

の
活
動
に
つ
い
て
の
広
報 

③ 

平
和
・人
権
に
関
す
る
学
習 

【参
加
八
施
設
】 

・不
屈
館
（那
覇
市
） 

・対
馬
丸
記
念
館
（那
覇
市
） 

・愛
楽
園
社
会
交
流
館
（名
護
市
） 

・佐
喜
眞
美
術
館
（宜
野
湾
市
） 

・沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
（糸
満
市
） 

・ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
（糸
満
市
） 

・南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
（南
風
原
町
） 

・ヌ
チ
ド
ゥ
タ
カ
ラ
の
家
（伊
江
村
） 
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真の平和と安全な世界のために、「グアムと沖縄」共に闘い続けよう!! 

高
江
座
り
込
み
十
八
周
年
報
告
集
会 

安和桟橋出口での死傷事故・現場での追悼抗議集会に約１００人 
 
安和桟橋出口での死傷事故から 1 年が

過ぎた今年の６月２９日、現場で追悼・抗議

集会を行い、約１００人が集まりました。 

この集会に対しては、前日に自民党の

県議から県議会で問題視され、また、右翼

の妨害も予想されましたが、当日は参加者

の駐車場所での混乱はあったものの、右翼

の街宣車はこちら側の対応に納得して静

かに立ち去り、事なきを得ました。 

 防衛局(沖縄の自民党も)は県民の基地

建設反対の願いを無視し、市民の抗議を

妨害だと決めつけ、まるで犯罪を取り締ま

るように警察権力を使い、ネットフェンスで

歩行者を閉め出し、事故前の２倍の数のダ

ンプを通しています。 

 事故の本当の原因は、地元紙や NHK

の一部の番組で報道されたように、ダンプ

を少しでも早く数多く通そうとした事にありま

す。取材に応じてくれた運転手さんは、警

備員の危険な誘導に不安を持っていたと

証言しています。危険な誘導は防衛局か

らの指示であったと思われるメールの文面

も報道されています。 

 再開から 1年が過ぎ、現場ではお互いの

立場を尊重しながら安全が保てるよう、模

索しながら行動しています。私たち(時には

私一人)が車輌乗り入れ部を歩く間、２基

の赤色灯がサイレンを響かせ、警備員と

防衛局と共同企業体らが１５人ほどで口々

に大声で威嚇し続けます。 

 そんな中、1 年以上動きがなかった警察

が突然、被害者である O さんを重過失致

死容疑で取り調べるという暴挙に出ました。 

私たちは、被害者を加害者に仕立てあ

げようとする権力に決して屈することなく、

基地のない平和な沖縄をこどもたちに手渡

せるよう、これからも頑張る決意です。 

   井浦 みつる（新婦人名護支部） 

沖縄・平和と人権博物館ネットワーク始動 
 

東
村
高
江
米
軍
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
強
行
に
抗
議

す
る
座
り
込
み
十
八
周
年
の
報
告
集
会
が
、
九
月
七
日
（
日
）
東

村
農
民
研
修
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

開
会
あ
い
さ
つ
で
、
「ヘ
リ
パ
ッ
ド
い
ら
な
い
住
民
の
会
」の
清
水
暁

氏
が
、
「軍
事
強
化
に
前
の
め
り
に
な
る
沖
縄
の
現
状
が
あ
る
が
、

沖
縄
の
負
担
軽
減
の
た
め
と
い
う
グ
ア
ム
へ
の
海
兵
隊
の
移
転
は

問
題
の
す
り
替
え
で
あ
る
。
グ
ア
ム
を
は
じ
め
軍
事
基
地
の
あ
る

島
々
と
手
を
取
り
合
い
、
軍
事
の
縮
小
・
撤
廃
を
外
交
や
話
し
合

い
で
解
決
す
る
道
を
模
索
し
、
共
に
声
を
上
げ
、
軍
事
化
に
抗
っ

て
い
き
た
い
。
」と
述
べ
ま
し
た
。 

メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
前
で
監
視
行
動
を
行
っ
て
い
る
「
住
民
の
会
」
の

梅
澤
さ
ん
か
ら
、
昨
年
十
一
月
か
ら
新
し
い
工
事
（
倉
庫
や
隊
舎

増
設
）
が
始
ま
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
や
ダ
ン
プ
四
〇

台
余
り
が
毎
日
行
き
来
し
、
ヘ
リ
や
オ
ス
プ
レ
イ
が
今
も
上
空
を

旋
回
す
る
高
江
の
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

グ
ア
ム
の
軍
事
化
に
抗
っ
て
活
動
す
る
住
民
組
織
を
代
表
し
て

講
演
し
た
モ
ネ
ッ
カ
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
さ
ん
は
、
「
沖
縄
海
兵
隊
グ
ア

ム
移
転
に
伴
う
グ
ア
ム
の
軍
事
拡
大
に
つ
い
て
」
報
告
し
ま
し
た
。 

「
グ
ア
ム
住
民
の
国
籍
は
ア
メ
リ
カ
で
す
が
、
大
統
領
選
挙
の

投
票
権
は
な
く
、
グ
ア
ム
選
出
の
連
邦
議
会
の
下
院
議
員
に
は
議

決
投
票
権
が
な
く
、
海
兵
隊
移
転
計
画
に
対
し
て
も
発
言
権
が

あ
り
ま
せ
ん
。
」と
告
発
し
ま
し
た
。 

グ
ア
ム
の
北
部
に
あ
る
地
域
は
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
り
、
固

有
種
、
絶
滅
危
惧
種
を
含
む
多
く
の
動
植
物
が
生
息
し
て
い
る

が
、
実
弾
射
撃
訓
練
場
（年
間
七
百
万
発
）が
建
設
さ
れ
、
環
境
へ

の
深
刻
な
影
響
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
等
）
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
グ
ア

ム
の
先
住
民
族
チ
ャ
モ
ロ
人
が
定
住
し
て
い
る
。
そ
の
地
域
に
は
貴

重
な
文
化
遺
産
が
豊
富
に
残

っ
て
い
る
が
、
米
軍
基
地
に
接

収
さ
れ
伝
統
的
な
漁
業
や
慣

行
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。 

モ
ネ
ッ
カ
さ
ん
は
、
日
本

国
民
、
沖
縄
県
民
が
支
払
っ

た
税
金
で
グ
ア
ム
に
新
基
地

が
建
設
さ
れ
て
い
る
現
状
に

怒
り
を
持
ち
、
真
の
平
和
と

安
全
な
世
界
の
た
め
共
に
た

た
か
い
続
け
よ
う
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

 
 

 

不屈館だより第２５号より転載 

今後のイベント予定 

第２回シンポジウム 
〇１０月１２日（日） 

午後２時～    （無料） 

南風原中央公民館 

県内バスツアー（無料） 
〇１１月３０日（土） 

中部・南部地域（不屈館） 

〇１２月２０日（土） 

那覇・南部地域  

問い合わせ先 

平和関連施設ネットワーク 

構築事業運営事務局 

電話 050-９001-9778 


